
(57)【要約】

【課題】リード線同士の干渉を防ぐための空間を設ける

必要がなく、簡素な構造で端子台への取付作業が容易な

低電圧で駆動する電動機のリード線引き出し構造を提供

する。

【解決手段】低電圧で駆動する電動機のリード線引き出

し構造を、ステータ鉄心１の両側に位置するコイルエン

ド２ａ，２ｂのうち、コイルエンド２ｂ側で一相のコイ

ルとリード線５とを接続すると共に、コイルエンド２ａ

側で前記一相のコイルとは異なる二相のコイルとリード

線３，４とをそれぞれ接続し、コイルエンド２ａ側で接

続される二本のリード線３，４はそれぞれコイルとの接

続部６，７から周方向に互いに異なる方向へ向かって引

き出される構成とした。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 低 電 圧 で 駆 動 す る 電 動 機 の リ ー ド 線 引 き 出 し 構 造 で あ っ て 、 ス テ ー タ 鉄 心 の 両 側 に 位 置
す る コ イ ル エ ン ド の う ち 、 一 方 の コ イ ル エ ン ド 側 で 一 相 の コ イ ル と リ ー ド 線 と を 接 続 す る
と 共 に 、 前 記 一 方 の コ イ ル エ ン ド と は 反 対 側 に 位 置 す る 他 方 の コ イ ル エ ン ド 側 で 前 記 一 相
の コ イ ル と は 異 な る 二 相 の コ イ ル と リ ー ド 線 と を そ れ ぞ れ 接 続 し 、 前 記 他 方 の コ イ ル エ ン
ド 側 で 接 続 さ れ る 二 本 の 前 記 リ ー ド 線 は そ れ ぞ れ 前 記 コ イ ル と の 接 続 部 か ら 周 方 向 に 互 い
に 異 な る 方 向 へ 向 か っ て 引 き 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 電 動 機 の リ ー ド 線 引 き 出 し 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 低 電 圧 で 駆 動 す る 電 動 機 の リ ー ド 線 引 き 出 し 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 電 動 機 の コ イ ル に 接 続 さ れ る リ ー ド 線 は 、 端 子 箱 が ス テ ー タ 鉄 心 の 一 方 の 端 面 側
に 一 箇 所 設 け ら れ て い る こ と 、 コ イ ル を 接 続 す る 際 に ス テ ー タ 鉄 心 を 裏 返 す 必 要 が な く 、
作 業 を 簡 便 に 行 う こ と が で き る こ と な ど か ら 、 ス テ ー タ 鉄 心 の 一 端 面 側 で そ れ ぞ れ 一 方 向
に 向 か っ て 引 き 出 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ３ に 従 来 の 例 え は バ ッ テ リ で 駆 動 す る フ ォ ー ク リ フ ト 用 の 電 動 機 の よ う な 低 電 圧 で 駆
動 す る 電 動 機 の リ ー ド 線 引 き 出 し 構 造 を 示 す 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 リ ー ド 線 １ ０ ３ ， １ ０
４ ， １ ０ ５ は 、 ス テ ー タ 鉄 心 １ の 両 端 か ら 突 出 し た コ イ ル エ ン ド ２ ａ ， ２ ｂ の う ち 、 一 方
側 、 図 ３ で は コ イ ル エ ン ド ２ ａ の み か ら 延 び て 一 方 向 （ 図 ３ で は 上 方 ） に 引 き 出 さ れ る 構
成 と な っ て い る 。 低 電 圧 で 駆 動 す る 電 動 機 に お い て は 、 使 用 す る 電 流 が 大 き く な る た め に
リ ー ド 線 １ ０ ３ ， １ ０ ４ ， １ ０ ５ が 太 く 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 三 相 の コ イ ル と リ ー ド 線 １ ０ ３ ， １ ０ ４ ， １ ０ ５ と の 接 続 部 １ ０ ６ ， １ ０ ７ ， １ ０ ８ は
コ イ ル エ ン ド ２ ａ の 下 方 に 互 い に 間 隔 を お い て 配 置 さ れ て い る 。 リ ー ド 線 １ ０ ３ ， １ ０ ４
は そ れ ぞ れ 接 続 部 １ ０ ６ ， １ ０ ７ か ら 時 計 回 り に 上 方 へ 向 か っ て 引 き 出 さ れ 、 リ ー ド 線 １
０ ５ は 接 続 部 １ ０ ８ か ら 反 時 計 回 り に 上 方 へ 向 か っ て 引 き 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ６ ８ ８ ４ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 低 電 圧 で 駆 動 す る 電 動 機 に お い て は 、 図 ３ に 示 す よ う に 太 く 形
成 さ れ た リ ー ド 線 １ ０ ３ ， １ ０ ４ を 同 一 方 向 （ 図 ３ で は 時 計 回 り ） へ 引 き 出 す 構 成 と な っ
て い る た め に 、 こ れ ら リ ー ド 線 １ ０ ３ と リ ー ド 線 １ ０ ４ と が 互 い に 干 渉 し な い よ う に 適 度
な 空 間 を 設 け る 必 要 が あ っ た 。 従 っ て 、 従 来 の 低 電 圧 で 駆 動 す る 電 動 機 の リ ー ド 線 引 き 出
し 構 造 で は 装 置 が 大 型 化 す る 虞 が あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 電 動 機 側 に 端 子 台 を 設 け る 場 合 、 太 く 形 成 さ れ た リ ー ド 線 １ ０ ３ ， １ ０ ４ ， １ ０
５ の 端 子 台 へ の 取 り 付 け 作 業 は 、 リ ー ド 線 １ ０ ３ と リ ー ド 線 １ ０ ４ が 同 一 方 向 か ら 延 び て
い る た め に 作 業 ス ペ ー ス が 狭 く な る と い う 問 題 、 さ ら に 、 リ ー ド 線 １ ０ ３ ， １ ０ ４ が 太 い
た め に 、 狭 い ス ペ ー ス で 同 一 方 向 か ら 延 び る 二 本 の リ ー ド 線 １ ０ ３ ， １ ０ ４ を そ れ ぞ れ 湾
曲 さ せ て 端 子 台 へ 取 付 け る 作 業 は 煩 雑 で あ り 作 業 効 率 の 低 下 に つ な が る 虞 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な こ と か ら 本 発 明 は 、 リ ー ド 線 同 士 の 干 渉 を 防 ぐ た め の 空 間 を 設 け る 必 要 が な
く 、 簡 素 な 構 造 で 端 子 台 へ の 取 付 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が 可 能 な 低 電 圧 で 駆 動 す る 電 動 機
の リ ー ド 線 引 き 出 し 構 造 を 提 供 す る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 電 動 機 の リ ー ド 線 引 き 出 し 構 造 は
、 低 電 圧 で 駆 動 す る 電 動 機 の リ ー ド 線 引 き 出 し 構 造 で あ っ て 、 ス テ ー タ 鉄 心 の 両 側 に 位 置
す る コ イ ル エ ン ド の う ち 、 一 方 の コ イ ル エ ン ド 側 で 一 相 の コ イ ル と リ ー ド 線 と を 接 続 す る
と 共 に 、 前 記 一 方 の コ イ ル エ ン ド と は 反 対 側 に 位 置 す る 他 方 の コ イ ル エ ン ド 側 で 前 記 一 相
の コ イ ル と は 異 な る 二 相 の コ イ ル と リ ー ド 線 と を そ れ ぞ れ 接 続 し 、 前 記 他 方 の コ イ ル エ ン
ド 側 で 接 続 さ れ る 二 本 の 前 記 リ ー ド 線 は そ れ ぞ れ 前 記 コ イ ル と の 接 続 部 か ら 互 い に 周 方 向
に 異 な る 方 向 へ 向 か っ て 引 き 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。 な お 、 こ こ で い う 「 周 方 向 」 と
は 、 電 動 機 の 回 転 軸 の 軸 周 方 向 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 述 し た 本 発 明 に 係 る 電 動 機 の リ ー ド 線 引 き 出 し 構 造 に よ れ ば 、 低 電 圧 で 駆 動 す る 電 動
機 に お い て 、 ス テ ー タ 鉄 心 の 両 側 に 位 置 す る コ イ ル エ ン ド の う ち 、 一 方 の コ イ ル エ ン ド 側
で 一 相 の コ イ ル と リ ー ド 線 と を 接 続 し 、 他 方 の コ イ ル エ ン ド 側 で 残 り の 二 相 の コ イ ル と リ
ー ド 線 と を そ れ ぞ れ 接 続 す る 構 成 、 即 ち 、 コ イ ル と リ ー ド 線 と の 接 続 部 を 負 荷 側 と 反 負 荷
側 と に 分 け て 設 け る 構 成 と す る と 共 に 、 コ イ ル と リ ー ド 線 と の 接 続 部 が 二 箇 所 設 け ら れ る
コ イ ル エ ン ド 側 に あ っ て は 、 リ ー ド 線 を 引 き 出 す 際 に そ れ ぞ れ の リ ー ド 線 を 周 方 向 に 異 な
る 方 向 へ 向 か っ て 引 き 出 す 構 成 と し た こ と に よ り 、 リ ー ド 線 同 士 が 干 渉 す る 虞 が な く 、 従
来 の よ う な リ ー ド 線 の 干 渉 を 避 け る た め に 設 け て い た 空 間 が 不 要 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 電 動 機 側 に 端 子 台 を 設 け 、 太 く 形 成 さ れ た リ ー ド 線 を 端 子 台 へ 取 り 付 け る 場 合 、
二 本 の リ ー ド 線 が 同 一 方 向 か ら 延 び る こ と が な い た め に 従 来 と 比 較 し て 作 業 ス ペ ー ス に 余
裕 が で き 、 端 子 台 へ 取 付 け る 作 業 も 容 易 に 行 う こ と が 可 能 と な り 、 作 業 性 を 向 上 さ せ る こ
と が 可 能 と な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 を 以 下 に 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 は 、 バ ッ テ リ で 駆 動 す る フ ォ ー ク リ フ
ト 用 な ど の 低 電 圧 で 駆 動 す る 電 動 機 の リ ー ド 線 引 き 出 し 構 造 で あ っ て 、 ス テ ー タ 鉄 心 の 両
側 に 位 置 す る コ イ ル エ ン ド の う ち 、 一 方 の コ イ ル エ ン ド 側 、 例 え ば 反 負 荷 側 で 三 相 の コ イ
ル の う ち 一 相 の コ イ ル と リ ー ド 線 と を 接 続 す る と 共 に 、 他 方 の コ イ ル エ ン ド 側 、 例 え ば 負
荷 側 で 残 り の 二 相 の コ イ ル と リ ー ド 線 と を そ れ ぞ れ 接 続 し 、 負 荷 側 で コ イ ル と 接 続 さ れ た
二 本 の リ ー ド 線 を 、 互 い に 干 渉 し な い よ う に コ イ ル エ ン ド の 外 周 に 沿 っ て 図 示 し な い 回 転
軸 の 周 方 向 で あ っ て 異 な る 向 き 、 例 え ば 一 方 の リ ー ド 線 は 時 計 回 り に 、 他 方 の リ ー ド 線 は
反 時 計 回 り に そ れ ぞ れ 引 き 出 す も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 述 し た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 リ ー ド 線 同 士 の 干 渉 を 防 ぐ た め に 空 間 を 設 け る 必 要 が な
く 、 簡 素 な 構 造 で 端 子 台 へ の 取 付 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が 可 能 な 低 電 圧 で 駆 動 す る 電 動 機
の リ ー ド 線 引 き 出 し 構 造 を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 例 を 図 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 実 施 例 に お け る 電 動
機 の リ ー ド 線 引 き 出 し 構 造 を 示 す 斜 視 図 、 図 ２ （ ａ ） は 端 子 台 の 設 置 例 を 示 す 側 面 図 、 図
２ （ ｂ ） は 端 子 台 の 設 置 例 を 示 す 上 面 図 で あ る 。 本 実 施 例 は 低 電 圧 で 駆 動 す る 電 動 機 の リ
ー ド 線 引 き 出 し 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ス テ ー タ 鉄 心 １ の 両 側 に 位 置 す る コ イ ル エ ン ド ２ ａ 及 び コ イ ル エ ン
ド ２ ｂ か ら 、 リ ー ド 線 ３ ， ４ ， ５ が 延 び て い る 。 具 体 的 に は 、 コ イ ル エ ン ド ２ ａ 側 で リ ー
ド 線 ３ ， ４ と 二 相 の コ イ ル と が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 コ イ ル エ ン ド ２ ｂ 側 で リ ー ド 線 ５ と 一
相 の コ イ ル と が 接 続 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 リ ー ド 線 ３ ， ４ と コ イ ル と が 接 続 さ れ る 接 続 部 ６ ， ７ は 、 コ イ ル エ ン ド ２ ａ の 下 方 に 互
い に 間 隔 を お い て 設 け ら れ 、 リ ー ド 線 ３ ， ４ は コ イ ル エ ン ド ２ ａ の 外 周 に 沿 っ て 上 方 且 つ
互 い に 離 反 す る 方 向 へ 周 方 向 に 延 び て い る 。 例 え ば 、 接 続 部 ６ が コ イ ル エ ン ド ２ ａ 下 方 で
あ っ て 左 側 、 接 続 部 ７ が コ イ ル エ ン ド ２ ｂ 下 方 で あ っ て 右 側 に 設 け ら れ て い る 場 合 、 リ ー
ド 線 ３ は 時 計 回 り に 、 リ ー ド 線 ４ は 反 時 計 回 り に コ イ ル エ ン ド ２ ａ の 外 周 に 沿 っ て 引 き 出
さ れ る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 リ ー ド 線 ５ と コ イ ル と の 接 続 部 ８ は コ イ ル エ ン ド ２ ｂ の 下 方 に 設 け ら れ 、 リ ー ド 線 ５ は
コ イ ル エ ン ド ２ ｂ の 外 周 に 沿 っ て 周 方 向 に 上 方 へ 向 か っ て 延 び て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 端 子 台 ９ は 例 え ば ス テ ー タ 鉄 心 １ 及 び コ イ ル 等 を 覆 う フ レ ー ム １ ０ の 長 手 方 向
中 央 部 に 設 け ら れ 、 リ ー ド 線 ３ ， ４ と 、 リ ー ド 線 ５ と が 、 一 方 （ 例 え ば 、 リ ー ド 線 ３ ， ４
） は 端 子 台 ９ の 負 荷 側 に 取 り 付 け ら れ 、 他 方 （ 例 え ば 、 リ ー ド 線 ５ ） は 端 子 台 ９ の 反 負 荷
側 に 取 付 け ら れ る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 述 し た 本 実 施 例 に 係 る 電 動 機 の リ ー ド 線 引 き 出 し 構 造 に よ れ ば 、 低 電 圧 で 駆 動 す る 電
動 機 に お い て 、 リ ー ド 線 ３ ， ４ と コ イ ル と の 接 続 部 ６ ， ７ を 反 負 荷 側 に 設 け 、 リ ー ド 線 ５
と コ イ ル と の 接 続 部 ８ を 負 荷 側 に 設 け る と い う よ う に 、 リ ー ド 線 ３ ， ４ ， ５ と コ イ ル と の
接 続 部 ６ ， ７ ， ８ を 、 コ イ ル エ ン ド ２ ａ 側 と コ イ ル エ ン ド ２ ｂ 側 と に 分 け て 設 け る 構 成 と
し 、 さ ら に 、 コ イ ル エ ン ド ２ ａ 側 か ら 延 び る リ ー ド 線 ３ ， ４ を 同 一 方 向 、 例 え ば 上 方 へ 引
き 出 す 際 、 リ ー ド 線 ３ は 時 計 回 り 、 リ ー ド 線 ４ は 反 時 計 回 り と い う よ う に そ れ ぞ れ を 互 い
に 干 渉 し な い 方 向 へ と 延 ば す 構 成 と し た こ と に よ り 、 リ ー ド 線 同 士 の 干 渉 を 防 止 で き る た
め に 空 間 を 設 け る 等 の 必 要 が な く な っ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 二 本 の リ ー ド 線 ３ ， ４ と 、 一 本 の リ ー ド 線 ５ と を 異 な る 方 向 か ら 引 き 出 す 構 成
と し た こ と に よ り 、 リ ー ド 線 ３ ， ４ ， ５ を 端 子 台 ９ に 取 付 け る 際 に 三 本 の リ ー ド 線 を 同 方
向 か ら 取 付 け る 必 要 が な い た め に 、 取 付 け 作 業 が 容 易 で あ り 、 作 業 効 率 を 向 上 さ せ る こ と
が 可 能 と な っ た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 電 動 機 に 端 子 台 を ２ 箇 所 設 け る 場 合 に は 、 二 本 の リ ー ド 線 ３ ， ４ は 反 負 荷 側 に 設
け ら れ た 端 子 台 に 、 一 本 の リ ー ド 線 ５ は 負 荷 側 に 設 け ら れ た 端 子 台 に そ れ ぞ れ 取 り 付 け る
こ と と な り 、 狭 い ス ペ ー ス の 中 で 三 本 の リ ー ド 線 ３ ， ４ ， ５ を 取 付 け る 必 要 が な い た め 、
端 子 台 へ の リ ー ド 線 ３ ， ４ ， ５ の 取 付 の 際 の 作 業 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 上 述 し た 実 施 例 は 本 発 明 の 一 形 態 で あ り 、 本 発 明 の 主 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 で 種
々 の 変 更 を 行 い 得 る こ と は 言 う ま で も な い 。 例 え ば 、 三 相 の コ イ ル に 対 し て 、 一 相 （ 例 え
ば 、 Ｕ 相 ） の コ イ ル を 負 荷 側 の コ イ ル エ ン ド で リ ー ド 線 と 接 続 し た 場 合 は 、 残 り の 二 相 （
例 え ば 、 Ｖ 相 及 び Ｗ 相 ） の コ イ ル は 反 負 荷 側 の コ イ ル エ ン ド で 二 本 の リ ー ド 線 と そ れ ぞ れ
接 続 す る 、 ま た 、 一 相 （ 例 え ば 、 Ｕ 相 ） の コ イ ル を 反 負 荷 側 の コ イ ル エ ン ド で リ ー ド 線 と
接 続 し た 場 合 は 、 残 り の 二 相 （ 例 え ば 、 Ｖ 相 及 び Ｗ 相 ） の コ イ ル は 負 荷 側 の コ イ ル エ ン ド
で 二 本 の リ ー ド 線 と そ れ ぞ れ 接 続 す る と い う よ う に 、 コ イ ル と リ ー ド 線 と の 接 続 部 を 、 負
荷 側 と 反 負 荷 側 と に 分 け て 設 け る 構 成 で あ れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 二 本 の リ ー ド 線 が 引 き 出 さ れ る コ イ ル エ ン ド に お い て は 、 そ れ ぞ れ の リ ー ド 線
を 異 な る 方 向 へ 延 ば し て リ ー ド 線 が 互 い に 干 渉 す る こ と が な い よ う に す れ ば 良 い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 は 、 低 電 圧 で 駆 動 す る 電 動 機 の リ ー ド 線 引 き 出 し 構 造 に 利 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 低 電 圧 駆 動 型 の 電 動 機 の リ ー ド 線 引 き 出 し 構 造 を 模 式 的 に
示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ （ ａ ） は 端 子 台 の 設 置 例 を 示 す 側 面 図 、 図 ２ （ ｂ ） は 図 ２ （ ａ ） の 上 面 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 低 電 圧 駆 動 型 の 電 動 機 の リ ー ド 線 引 き 出 し 構 造 を 模 式 的 に 示 す 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ 　 ス テ ー タ 鉄 心
　 ２ 　 コ イ ル エ ン ド
　 ３ ， ４ ， ５ 　 リ ー ド 線
　 ６ ， ７ ， ８ 　 接 続 部
　 ９ 　 端 子 台
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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